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2とば市議会だより　平成27年５月１日

　平成 27 年度鳥羽市一般会計予算ほか、地方教育行政の組織
及び運営に関する法律の一部を改正する法律の施行に伴う関係
条例の整備に関する条例の制定についてなど、議案等 47 件と
請願１件を審議しました。

　平成 27 年度一般会計、各特別会計、水道事業会計予算については、審査日数４日間をかけ詳細に
審査を行いました。
　平成 27 年度予算の規模は、一般会計、各特別会計、企業会計で総額２０４億３２２万円となり、前
年度と比べ４億８７００万円（２．４％）の増となっています。
　審査結果については、予算決算常任委員会に付託された７議案を可決することで審査を終えました。

3月
議会報告

教
育
へ
の
政
治
介
入
は

教
育
長

　

政
治
か
ら
独
立
を

 

し
っ
か
り
と
守
る

 

戸
上　

健

教
育
行
政
法
改
正
で
教
育
長
選
出
は
ど
う
な
り
ま
す
か
。

 

教
育
委
員
会
総
務
課
長　

教
育
委
員
の
互
選
か
ら
市
長
の
任

命
に
な
り
ま
す
。

教
育
委
員
に
よ
る
新
教
育
長
に
対
す
る
チ
ェ
ッ
ク
は
。

  

教
育
委
員
会
総
務
課
長　

多
数
決
で
決
す
る
。
教
育
長
の
教

育
委
員
会
へ
の
報
告
義
務
。
委
員
の
３
分
の
１
の
請
求
で
遅

延
な
く
招
集
等
で
す
。

地
域
住
民
の
民
意
反
映
は
。

 

教
育
委
員
会
総
務
課
長　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
、
公
聴
会
や

意
見
交
換
会
の
開
催
、
所
管
施
設
の
訪
問
等
を
積
極
的
に
も

う
け
ま
す
。

政
治
介
入
の
排
除
は
。

  

教
育
長　

教
育
は
政
治
か
ら
独
立
し
、
こ
れ
か
ら
も
し
っ
か

り
と
ま
い
進
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

・
議
案
質
疑
・

　平成 27 年度当初予算審査の概要

平成 27 年度 平成 26 年度
前年度比較

増減額 伸率
一般会計 10,108,400 10,310,000 △ 201,600 △ 2.0

特別会計

国民健康保険事業 3,604,000 3,447,500 156,500 4.5
介護保険事業 2,528,000 2,470,000 58,000 2.3
定期航路事業 887,500 598,500 289,000 48.3
特定環境保全公共下水道事業 144,000 148,700 △ 4,700 △ 3.2
後期高齢者医療 501,800 490,000 11,800 2.4
小計 7,665,300 7,154,700 510,600 7.1

企業会計 水道事業 2,629,520 2,451,520 178,000 7.3
合計 20,403,220 19,916,220 487,000 2.4

全会計当初予算の規模
（単位：千円・％）
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　各常任委員会に 43 議案と１請願が付託されました。

　

審
査
の
主
な
内
容
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

（
議
案
第
47
号　

鳥
羽
市
指
定
介
護

予
防
支
援
等
の
事
業
の
人
員
及
び
運

営
並
び
に
指
定
介
護
予
防
支
援
等
に

係
る
介
護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な

支
援
の
方
法
に
関
す
る
基
準
等
を
定

め
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
）

問 

新
し
い
条
例
の
制
定
だ
が
、
こ
れ

ま
で
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答 

こ
れ
ま
で
は
国
の
基
準
（
省
令
）

に
基
づ
い
て
事
業
を
行
な
っ
て
い
た

が
、
今
回
の
法
改
正
に
よ
り
市
で
条

例
を
定
め
る
も
の
で
あ
る
。

（
議
案
第
56
号　

鳥
羽
市
職
員
の
退

職
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て
）

問 

条
例
改
正
に
よ
り
退
職
手
当
が
増

額
に
な
る
よ
う
だ
が
、
あ
て
は
め
る

と
実
情
は
ど
う
な
る
か
。

答 

課
長
級
で
試
算
し
た
場
合
、
調
整

額
の
改
正
で
60
万
円
の
増
額
と
な
る

が
、
給
与
制
度
の
総
合
的
な
見
直
し

に
よ
り
給
与
表
が
引
下
げ
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
69
万
４
０
０
０
円
下
が
り
、

総
額
で
９
万
４
０
０
０
円
の
減
額
と

な
る
。

（
議
案
第
58
号　

鳥
羽
市
介
護
保
険

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
）

問 

附
則
に
お
い
て
、
介
護
予
防
・
日

常
生
活
支
援
総
合
事
業
の
実
施
期
日

を
延
ば
し
て
い
る
が
、
こ
の
間
に
取

り
組
む
べ
き
事
項
、
課
題
、
人
員
配

置
は
。

答 

介
護
保
険
法
の
一
部
改
正
に
よ

り
要
支
援
１
～
２
の
方
の
訪
問
介
護

と
、
通
所
介
護
が
地
域
支
援
事
業
に

下
り
て
く
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
担
い

手
探
し
や
医
療
と
介
護
の
連
携
等
の

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
と

い
っ
た
事
業
に
取
り
組
む
必
要
が
あ

る
。
平
成
27
年
度
に
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
に
保
健
師
の
臨
時
職
員
１

名
の
増
員
を
予
定
し
て
い
る
。

（
請
願
第
８
号　
「
憲
法
９
条
厳
守
を

求
め
る
意
見
書
」
の
採
択
を
求
め
る

請
願
に
つ
い
て
）

　

複
数
の
委
員
か
ら
「
国
に
確
認
し

た
と
こ
ろ
、
憲
法
９
条
は
厳
守
し
て

い
る
、
と
い
う
答
え
が
あ
る
限
り
、

意
見
書
を
出
す
必
要
が
あ
る
の
か
」

と
い
う
反
対
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

紹
介
議
員
か
ら
は
「
請
願
者
で
あ

る
鳥
羽
９
条
の
会
は
、
自
ら
憲
法
９

条
の
遵
守
を
活
動
方
針
と
し
て
、
市

内
で
活
動
し
て
い
る
。
住
民
の
請
願

権
を
尊
重
し
、
今
回
請
願
文
言
を
検

討
し
て
提
出
し
た
請
願
で
あ
る
以
上
、

必
ず
採
択
し
て
ほ
し
い
」
と
の
賛
成

意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

審
査
の
主
な
内
容
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

（
議
案
第
46
号　

地
方
教
育
行
政
の

組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う

関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て
）

問 

市
長
が
新
教
育
長
を
任
命
し
、
総

合
教
育
会
議
を
開
催
す
る
と
の
こ
と

だ
が
、
政
治
的
中
立
性
の
問
題
は
ど

う
な
る
の
か
。

答 

教
育
委
員
会
と
し
て
の
立
場
は
変

わ
ら
な
い
。
総
合
教
育
会
議
は
市
長

が
招
集
す
る
が
、
あ
く
ま
で
対
等
な

立
場
で
の
協
議
・
調
整
の
場
で
あ
り
、

政
治
的
中
立
性
は
確
保
で
き
る
。

（
議
案
第
60
号　

鳥
羽
市
給
水
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て
）

問 

水
道
料
金
に
つ
い
て
、８
３
７
８
万

４
０
０
０
円
の
値
下
げ
が
可
能
な
中

で
、
値
下
げ
額
を
半
分
に
抑
え
た
理

由
は
何
か
。
ま
た
、
値
下
げ
は
基
本

料
金
と
の
こ
と
だ
が
、
従
量
料
金
の

値
下
げ
は
検
討
し
な
か
っ
た
の
か
。

答 

今
後
５
年
間
の
値
下
げ
に
よ
る
影

響
を
議
論
し
た
中
で
、
起
債
償
還
や

水
道
管
の
建
設
改
良
も
考
慮
し
、
半

分
位
な
ら
下
げ
ら
れ
る
と
判
断
し
た
。

値
下
げ
方
法
に
つ
い
て
は
様
々
な
検

討
を
し
た
が
、
市
民
に
影
響
の
あ
る

総務民生
委員会

文教産業
委員会

常任委員会報告



4とば市議会だより　平成27年５月１日

税
金
や
料
金
が
値
上
げ
に
な
る
中
で
、

一
般
家
庭
に
等
し
く
料
金
値
下
げ
を

行
う
目
的
か
ら
基
本
料
金
の
値
下
げ

と
し
た
。

（
議
案
第
64
号　

第
二
次
鳥
羽
市
観

光
基
本
計
画
の
策
定
に
つ
い
て
）

問 

策
定
委
員
会
で
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対

策
に
つ
い
て
の
意
見
は
出
た
の
か
。

答 

策
定
委
員
会
で
も
意
見
が
出
た
。

具
体
的
な
議
論
は
今
後
策
定
す
る

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
な
る
が
、

外
国
人
観
光
客
の
魅
力
と
な
る
食
と

海
女
と
真
珠
と
い
っ
た
ブ
ラ
ン
ド
戦

略
を
反
映
さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

審
査
の
主
な
内
容
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

新
規
事
業
の
一
例
は
―

　
●　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
事
業

　
　
３
６
０
万
円

　
●　

社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
事
業

　
　
６
１
８
３
万
円

　
●　

漁
業
と
観
光
の
連
携
事
業

　
　
１
０
９
６
万
円

　
●　

消
防
庁
舎
整
備
事
業

　
　
（
南
鳥
羽
出
張
所
）

　
　
５
１
６
１
万
円

　
●　

中
学
校
空
調
設
備
整
備
事
業

　
　
４
０
０
０
万
円

（
議
案
第
39
号　

平
成
27
年
度
鳥
羽

市
一
般
会
計
予
算
・
歳
入
）

問 

平
成
24
年
度
以
降
の
市
税
収
入
に

つ
い
て
減
少
傾
向
に
あ
る
が
、
人
口

減
少
に
よ
っ
て
ど
れ
だ
け
の
減
収
を

見
込
ん
だ
か
。

答 

平
成
27
年
度
の
見
込
み
を
た
て
る

時
は
、
転
入
・
転
出
を
含
め
て
人
口

減
と
し
て
約
１
５
０
０
万
円
の
減
収

を
見
込
ん
だ
。

（
歳
出
・
第
２
款
総
務
費
）

問 

ふ
る
さ
と
納
税
特
産
品
内
容
の
見

直
し
と
は
。

答 

現
在
公
募
を
進
め
て
お
り
、
４
月

半
ば
ま
で
募
集
す
る
。そ
の
後
、農
協・

漁
協
・
市
関
係
課
で
構
成
す
る
検
討

委
員
会
で
協
議
し
た
う
え
で
新
た
な

品
目
を
決
定
し
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
刷

新
も
行
い
周
知
を
図
る
予
定
で
あ
る
。

（
歳
出
・
第
３
款
民
生
費
）

問 

臨
時
福
祉
給
付
金
事
業
の
予
算
額

が
減
額
と
な
っ
た
要
因
は
。

答 

予
算
額
に
つ
い
て
は
、
一
人
あ
た

り
の
給
付
額
が
１
万
円
か
ら
６
０
０
０

円
に
減
額
さ
れ
、
５
０
０
０
円
の
加

算
給
付
が
無
く
な
っ
た
た
め
で
あ
る
。

（
歳
出
・
第
５
款
農
林
水
産
業
費
）

問 
農
地
維
持
活
動
支
援
事
業
は
ど
の

よ
う
な
内
容
か
。

答 

農
業
振
興
地
域
の
農
用
地
で
共
同

活
動
す
る
組
織
が
あ
る
場
合
、
道
路

補
修
や
水
路
清
掃
等
の
活
動
を
行
っ

た
時
に
所
定
の
金
額
を
補
助
す
る
制

度
で
あ
る
。

（
歳
出
・
第
６
款
観
光
商
工
費
）

問 

航
空
機
内
Ｃ
Ｍ
制
作
放
映
に
つ
い

て
、
目
的
や
放
映
期
間
な
ど
詳
細
は
。

答 

全
日
空
の
国
内
線
全
便
に
鳥
羽
市

独
自
の
Ｃ
Ｍ
を
作
製
し
、
２
カ
月
間

放
送
す
る
。
テ
イ
ス
ト
オ
ブ
ジ
ャ
パ

ン
は
全
日
空
が
独
自
に
展
開
す
る
地

域
活
性
化
に
取
り
組
む
活
動
で
、
地

域
の
産
物
を
紹
介
し
て
お
り
、
将
来

的
に
は
機
内
食
や
空
港
ラ
ウ
ン
ジ
に

鳥
羽
や
三
重
県
の
食
材
を
提
供
で
き

る
よ
う
考
え
て
い
る
。

（
歳
出
・
第
７
款
土
木
費
）

問 

港
湾
管
理
経
費
の
Ｓ
ｅ
ａ
級
グ
ル

メ
全
国
大
会
へ
の
補
助
金
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
な
事
業
か
。

答 

全
国
の
み
な
と
オ
ア
シ
ス
が
一
堂

に
会
し
て
、
海
で
と
れ
た
食
材
な
ど

を
利
用
し
て
、
Ｓ
ｅ
ａ
級
グ
ル
メ
を

競
う
大
会
で
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

常任委員会報告

予算決算
委員会
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度
の
交
付
決
定
が
さ
れ
て
い
る
状
況

で
、内
示
に
基
づ
い
て
事
業
を
行
な
っ

た
結
果
で
あ
る
。

（
歳
出
・
第
３
款
民
生
費
）

問 

県
住
ま
い
対
策
緊
急
特
別
措
置
事

業
費
補
助
金
が
途
中
か
ら
活
用
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
ど
う
し
て
か
。

答 

当
初
は
、
国
の
地
域
福
祉
等
推
進

特
別
支
援
事
業
費
補
助
金
を
活
用
す

る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
国
の
財
源
不

足
に
よ
り
活
用
で
き
な
く
な
っ
た
こ

と
か
ら
、
県
が
補
填
す
る
形
で
こ
の

県
費
補
助
金
が
活
用
で
き
る
こ
と
に

な
っ
た
。

（
議
案
第
73
号　

平
成
26
年
度
鳥
羽

市
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
３
号
））

問 

市
債
財
政
安
定
化
基
金
貸
付
金
の

借
入
合
計
額
６
０
０
０
万
円
は
、
第

６
期
介
護
保
険
料
の
算
定
基
準
に
反

映
さ
れ
て
い
る
か
。

答 

第
６
期
介
護
保
険
計
画
の
介
護
保

険
料
基
準
額
の
計
算
式
の
中
で
、
３

年
間
で
返
済
す
べ
き
も
の
と
し
て
記

載
し
て
あ
る
。

 

坂
倉
広
子　
議
員

《　
反　
対　
》

　

 

請
願
第
８
号　
「
憲
法
９
条
厳
守
を

求
め
る
意
見
書
」
の
採
択
を
求
め

る
請
願

 

戸
上　
健　
議
員

《　
反　
対　
》

　

 

議
案
第
40
号　
平
成
27
年
度
鳥
羽

市
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

予
算

　

 

議
案
第
41
号　
平
成
27
年
度
鳥
羽

市
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算

　

 

議
案
第
46
号　

地
方
教
育
行
政
の

組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に

伴
う
関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

 

議
案
第
56
号　

鳥
羽
市
職
員
の
退

職
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

　

 

議
案
第
58
号　

鳥
羽
市
介
護
保
険

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

《　
賛　
成　
》

　

 

請
願
第
８
号　
「
憲
法
９
条
厳
守
を

求
め
る
意
見
書
」
の
採
択
を
求
め

る
請
願

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の

選
任
に
同
意

　
右
江
裕
喜
子　
氏
（
再
任
）

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
き
意
見

を
求
め
る
こ
と
に
同
意

　
久
保　
正　
氏
（
再
任
）

　
大
山
紀
子　
氏

　
木
下
雅
博　
氏

や
乗
り
物
に
関
す
る
展
示
イ
ベ
ン
ト

を
予
定
し
て
お
り
、
集
客
に
繋
げ
て

い
け
る
よ
う
検
討
し
て
い
る
。

（
議
案
第
45
号　

平
成
27
年
度
鳥
羽

市
水
道
事
業
会
計
予
算
）

問 

耐
震
管
布
設
工
に
つ
い
て
、
一
度

で
は
で
き
な
い
工
事
と
思
う
が
、
工

期
な
ど
詳
細
は
。

答 

平
成
23
年
度
に
作
成
し
た
水
道
ビ

ジ
ョ
ン
の
中
で
、
堅
神
の
配
水
池
か

ら
船
津
の
配
水
池
ま
で
の
延
長
が
約

６・
４
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
あ
り
、
そ
れ

を
全
体
と
し
て
14
年
に
分
け
て
改
修

を
行
う
。
今
回
は
そ
の
一
部
と
し
て

５
４
３
メ
ー
ト
ル
を
改
修
す
る
。

（
議
案
第
71
号　
平
成
26
年
度
鳥
羽
市

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
７
号
）歳
入
）

問 

土
木
費
国
庫
補
助
金
・
道
路
橋

り
ょ
う
費
補
助
金
の
社
会
資
本
整
備

総
合
交
付
金
が
３
０
０
０
万
円
近
く

減
額
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
理
由

は
何
か
。

答 

交
付
金
は
国
へ
申
請
を
行
な
い
、

事
業
を
行
っ
て
い
る
が
、
近
年
は
交

付
金
が
減
額
傾
向
に
あ
り
、
７
割
程

常任委員会報告

討　
論

人　
事
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議
案
番
号

議
案
名

議
決
日

審
議
結
果

戸
上　
健

中
世
古
泉

井
村
行
夫

松
井
一
弥

浜
口
一
利

木
下
爲
一

坂
倉
広
子

世
古
安
秀

橋
本
真
一
郎

坂
倉
紀
男

村
山
俊
幸

山
本
泰
秋

野
村
保
夫

寺
本
春
夫

39 平成27年度鳥羽市一般会計予算

３
月
31
日

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
長
に
つ
き
表
決
な
し

－

40 平成27年度鳥羽市国民健康保険事
業特別会計予算 可決 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

41 平成27年度鳥羽市介護保険事業特
別会計予算 可決 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

42 平成27年度鳥羽市定期航路事業特
別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

43 平成27年度鳥羽市特定環境保全公
共下水道事業特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

44 平成27年度鳥羽市後期高齢者医療
特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

45 平成27年度鳥羽市水道事業会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

46
地方教育行政の組織及び運営に関
する法律の一部を改正する法律の施
行に伴う関係条例の整備に関する条
例の制定について

可決 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

47

鳥羽市指定介護予防支援等の事業
の人員及び運営並びに指定介護予
防支援等に係る介護予防のための効
果的な支援の方法に関する基準等を
定める条例の制定について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

48
鳥羽市地域包括支援センターの包括
的支援事業を実施するために必要な
基準を定める条例の制定について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

49
鳥羽市子どものための教育・保育に
関する利用者負担額を定める条例の
制定について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

50 鳥羽市幼稚園保育料減免措置に関す
る条例の廃止について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

51 鳥羽市保育所の設置及び管理に関
する条例の一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

52 鳥羽市幼稚園の設置及び管理に関す
る条例の一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

53 鳥羽市立かもめ幼稚園預かり保育条
例の一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

54 鳥羽市行政手続条例の一部改正に
ついて 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

55 鳥羽市証人等の実費弁償に関する条
例の一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

56 鳥羽市職員の退職手当に関する条例
の一部改正について 可決 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

57 鳥羽市手数料徴収条例の一部改正
について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

58 鳥羽市介護保険条例の一部改正に
ついて 可決 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

59 鳥羽市診療所の設置及び管理に関
する条例の一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

60 鳥羽市給水条例の一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

61 鳥羽市定期航路運航条例の一部改
正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

62 鳥羽市辺地の総合整備計画の策定
について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

平成27年 ２月27日～３月31日会議　議員別表決結果 ○：賛成　×：反対
－：欠席もしくは棄権
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議
案
番
号

議
案
名

議
決
日

審
議
結
果

戸
上　
健

中
世
古
泉

井
村
行
夫

松
井
一
弥

浜
口
一
利

木
下
爲
一

坂
倉
広
子

世
古
安
秀

橋
本
真
一
郎

坂
倉
紀
男

村
山
俊
幸

山
本
泰
秋

野
村
保
夫

寺
本
春
夫

63 第２次鳥羽市総合保健福祉計画の
策定について

３
月
31
日

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
長
に
つ
き
表
決
な
し

－

64 第２次鳥羽市観光基本計画の策定に
ついて 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

65 定住自立圏形成協定の変更について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

66 指定管理者の指定について（桃取コ
ミュニティセンター） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

67 指定管理者の指定について（畔蛸コ
ミュニティセンター） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

68 指定管理者の指定について（船津コ
ミュニティセンター） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

69 指定管理者の指定について（寝屋子
交流の館） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

70 工事請負契約の締結について
２
月
27
日

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

71 平成26年度鳥羽市一般会計補正予
算（第７号）

３
月
25
日

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

72 平成26年度鳥羽市国民健康保険事業
特別会計補正予算（第２号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

73 平成26年度鳥羽市介護保険事業特
別会計補正予算（第３号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

74 平成26年度鳥羽市定期航路事業特
別会計補正予算（第４号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

75
平成26年度鳥羽市特定環境保全公
共下水道事業特別会計補正予算（第
１号）

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

76 平成26年度鳥羽市後期高齢者医療
特別会計補正予算（第２号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

77 平成26年度鳥羽市水道事業会計補
正予算（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

78 平成26年度鳥羽市一般会計補正予
算（第８号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

79 鳥羽市市税条例等の一部改正について

３
月
31
日

可決 × ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

80 鳥羽市都市計画税条例の一部改正
について 可決 ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

81 鳥羽市国民健康保険税条例の一部
改正について 可決 ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

82 固定資産評価審査委員会委員の選
任について 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

諮問１ 人権擁護委員の推薦につき意見を求
めることについて 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

諮問２ 人権擁護委員の推薦につき意見を求
めることについて 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

諮問３ 人権擁護委員の推薦につき意見を求
めることについて 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

請願８ 「憲法９条厳守を求める意見書」の採
択を求める請願 不採択 ○ × ○ × × × × × × ○ ○ ○ －

発議10 2016年主要国首脳会議の三重県開
催を求める決議の提出について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

平成27年 ２月27日～３月31日会議　議員別表決結果 ○：賛成　×：反対
－：欠席もしくは棄権
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３
月
５
～
６
日
に
６
人
の
議
員
が

一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

質
問
と
答
弁
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

戸上　健

都
市
計
画
税
の
総
額
は
。

税
務
課
長　
47
億
５
０
０
０
万
円
で
す
。

事
業
費
の
総
額
は
。

建
設
課
長　
58
億
円
で
す
。

う
ち
、
国
県
の
補
助
金
は
。

企
画
財
政
課
長　
22
億
円
で
す
。

市
費
の
投
入
額
は
。

企
画
財
政
課
長　
36
億
円
で
す
。

 

36
億
円
な
の
に
47
億
円
も
集
め
ま
し
た
。

お
か
し
い
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
10
億
円

は
ど
こ
へ
行
き
ま
し
た
か
。

 

企
画
財
政
課
長　

付
随
す
る
改
良
事
業
、

認
可
事
業
に
充
当
し
ま
し
た
。

 
そ
れ
は
違
法
で
す
。
都
市
計
画
事
業
は
い

つ
終
わ
り
ま
し
た
か
。

 

建
設
課
長　

最
終
完
成
年
度
は
平
成
18

年
３
月
31
日
で
す
。

 

17
年
度
で
す
べ
て
終
わ
っ
て
い
ま
す
。
今
、

な
に
も
し
て
い
ま
せ
ん
。
事
業
を
し
て
い

な
い
の
に
、
な
ぜ
税
金
だ
け
賦
課
で
き
る

の
で
す
か
。

 

市
長　
鳥
羽
市
の
財
政
状
況
か
ら
す
る
と

非
常
に
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

介
護
保
険
料
は
い
く
ら
上
が
り
ま
す
か
。

 

健
康
福
祉
課
長　

基
準
月
額
が
５
期
に

比
べ
て
５
８
０
円
ア
ッ
プ
の
６
４
０
０
円
、

増
加
率
は
約
10
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

 

私
の
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
国
民
健
康
保

険
税
、
介
護
保
険
料
に
怨え

ん
嗟さ

の
声
が
満
ち

溢
れ
て
い
ま
す
。

 

市
長　
国
が
も
う
少
し
補
助
し
な
い
と
鳥

羽
市
は
限
界

で
す
。
申
し

訳
な
い
思
い

で
す
。

市
長

 

財
政
が
き
び
し
い

都
市
計
画
税
の
見
直
し
を

一
般
質
問

こ
れ
が
問
い
た
い 

● 

こ
こ
が
聞
き
た
い

都市計画認可事業による
城山公園整備

 

市
長　

ま
こ
と
に
申
し
訳
な
い

介
護
保
険
料
を
あ
げ
な
い
で
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橋本　真一郎

井村　行夫

 

答
志
島
清
掃
セ
ン
タ
ー
を
運
転
継
続
し

た
場
合
と
、
や
ま
だ
エ
コ
セ
ン
タ
ー
へ
移

行
し
た
場
合
の
費
用
対
比
に
つ
い
て
聞

き
ま
す
。

 

環
境
課
長　

答
志
島
一
般
廃
棄
物
収
集

運
搬
業
務
で
５
８
０
万
円
。
や
ま
だ
エ
コ

セ
ン
タ
ー
へ
島
外
搬
出
し
た
場
合
、
陸

上
・
海
上
一
般
廃
棄
物
収
集
運
搬
業
務

は
２
４
０
０
万
円
。
ま
た
、
施
設
修
繕

を
含
む
維
持
管
理
費
は
、
答
志
島
清
掃

セ
ン
タ
ー
で
１
８
０
０
万
円
。
や
ま
だ
エ

コ
セ
ン
タ
ー
へ
移
行
の
場
合
は
、
菅
島

可
燃
ご
み
も
含
め
て
２
０
３
５
万
円
と

な
り
ま
す
。
答
志
島
清
掃
セ
ン
タ
ー
で

は
人
件
費
１
５
０
０
万
円
で
、
収
入
は

２
０
０
０
万
円
で
す
。

 

島
民
の
思
い
や
町
内
会
を
始
め
、
各
種

団
体
の
清
掃
活
動
並
び
に
答
志
島
へ
流

れ
つ
く
様
々
な
ご
み
処
理
を
考
え
て
も
、

必
要
不
可
欠
な
施
設
で
あ
る
答
志
島
清

掃
セ
ン
タ
ー
の
運
転
継
続
と
、
や
ま
だ

エ
コ
セ
ン
タ
ー
へ
全
面
移
行
で
は
、
本
市

 

来
年
１
月
よ
り
施
行
さ
れ
る
社
会
保
障
・

税
番
号
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）
制
度
の
概

要
に
つ
い
て
聞
き
ま
す
。

  

総
務
課
長　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
、

住
民
票
を
有
す
る
全
て
の
方
に
一
人
に
一

つ
、
12
桁
の
番
号
を
付
し
て
、
社
会
保
障
、

税
等
の
分
野
で
効
率
的
に
情
報
を
管
理

し
、
複
数
の
機
関
に
存
在
す
る
個
人
の

情
報
が
同
一
人
の
情
報
で
あ
る
こ
と
を

確
認
す
る
た
め
に
活
用
さ
れ
る
も
の
で
、

今
年
10
月
か
ら
住
民
票
を
有
す
る
国
民

に
個
人
番
号｢

通
知
カ
ー
ド｣

が
通
知

さ
れ
ま
す
。

  

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

  

市
民
課
長　

平
成
27
年
10
月
以
降
に
通

知
カ
ー
ド
と
一
緒
に
送
付
さ
れ
る
申
請

書
で
窓
口
に
て
申
請
す
る
か
郵
送
す
る

と
、
平
成
28
年
１
月
以
降
、「
個
人
番
号

カ
ー
ド
」
を
無
料
で
取
得
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
交
付

を
受
け
る
と
き
は
、
引
き
か
え
に
通
知

の
財
政
負
担
増
は
２
１
５
５
万
円
と
な

り
ま
す
。
答
志
島
清
掃
セ
ン
タ
ー
の
運

転
継
続
に
つ
い
て
副
市
長
の
考
え
を
聞

き
ま
す
。

 

副
市
長　

地
元
の
皆
さ
ん
の
声
、
現
状

で
は
鳥
羽
志
勢
広
域
連
合
施
設
に
て
処

理
す
る
よ
り
、
財
政
負
担
を
低
く
抑
え

ら
れ
、
答
志
島
清
掃
セ
ン
タ
ー
の
修
繕

費
用
も
含
め
た
費
用
対
効
果
を
検
証
し
、

地
元
と
十
分
に
相
談
し
て
総
合
的
に
判

断
し
ま
す
。

カ
ー
ド
を
返
納
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を
お
持

ち
の
場
合
、
両
方
の
カ
ー
ド
を
所
持
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
個
人
番
号
カ
ー

ド
取
得
の
際
に
は
、
通
知
カ
ー
ド
の
ほ

か
に
住
基
カ
ー
ド
も
返
納
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
交
付

を
一
度
受
け
た
後
に
紛
失
し
、
再
交
付

を
受
け
た
い
場
合
は
有
料
と
な
り
ま
す
。

副
市
長

 

総
合
的
に
判
断
し
ま
す

総
務
課
長

　

社
会
保
障
・

 

税
番
号
で
す

答
志
島
清
掃
セ
ン
タ
ー
の

運
転
継
続
は

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
と
は

答志島清掃センター

社会保障・税番号制度（マイナンバー）
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坂倉　広子

世古　安秀

 

災
害
対
策
と
し
て
防
災
の
見
直
し
や
、

大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
壊
滅

的
な
被
害
を
免
れ
る
た
め
の
政
策
、
防

災
・
減
災
の
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。

公
共
施
設
の
総
点
検
に
つ
い
て
聞
き
ま

す
。

 

建
設
課
長　

定
期
点
検
要
領
に
そ
っ
て

行
い
ま
す
。

 

現
在
の
点
検
状
況
に
つ
い
て
聞
き
ま
す
。

 

建
設
課
長　

平
成
30
年
ま
で
の
終
了
を

め
ど
に
点
検
を
行
い
ま
す
。

 

路
面
下
の
空
洞
化
の
陥
没
に
よ
る
危
険

性
の
認
識
に
つ
い
て
聞
き
ま
す
。

 

建
設
課
長　

道
路
占
用
者
会
議
を
開
催

し
、
路
面
下
空
洞
化
陥
没
に
よ
る
危
険

性
の
周
知
を
行
っ
て
い
ま
す
。

 

災
害
時
、
避
難
所
の
鍵
の
管
理
体
制
に

つ
い
て
聞
き
ま
す
。

 

総
務
課
防
災
危
機
管
理
室
長　

施
設
管

 

新
地
方
教
育
行
政
法
が
施
行
さ
れ
ま
す

が
、
狙
い
は
何
で
す
か
。

 

教
育
委
員
会
総
務
課
長　

①
教
育
委
員

長
と
教
育
長
の
ど
ち
ら
が
責
任
者
か
わ

か
り
に
く
い
。
②
い
じ
め
等
の
問
題
に

迅
速
に
対
応
で
き
て
い
な
い
。
③
地
域

の
民
意
が
十
分
に
反
映
さ
れ
て
い
な
い
。

④
地
方
教
育
行
政
に
国
が
最
終
的
に
責

任
を
果
た
せ
る
よ
う
に
す
る
。
こ
れ
ら

の
課
題
を
解
消
す
る
た
め
で
す
。

 

市
長
は
教
育
長
を
任
命
し
、
総
合
教
育

会
議
を
主
宰
。
そ
し
て
、
大
綱
を
作
成

す
る
権
限
が
増
す
こ
と
に
つ
い
て
、
市

長
の
考
え
は
。

 

市
長　

公
の
場
で
教
育
委
員
会
と
協
議

を
し
て
、
教
育
行
政
の
方
向
性
を
決
め

て
い
く
こ
と
で
、
そ
の
責
任
を
感
じ
な

が
ら
、
よ
り
よ
い
鳥
羽
市
の
教
育
に
向

か
っ
て
進
ん
で
い
き
た
い
。

理
者
、
市
職
員
に
よ
る
地
区
指
定
員
が

管
理
し
て
い
ま
す
。

 
 

市
長　

鍵
ボ
ッ
ク
ス
の
設
置
も
考
え
て

行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

 
 　

そ
の
他
、図
書
館
の
雑
誌
サ
ポ
ー
タ
ー

制
度
に
つ
い
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
に
つ
い

て
も
質
問
し
ま
し
た
。

 

来
年
か
ら
選
挙
権
年
齢
を
18
歳
に
引
き
下

げ
る
公
職
選
挙
法
の
改
正
が
今
国
会
で
成

立
さ
れ
ま
す
。
青
少
年
や
若
者
の
声
を
ど

の
よ
う
に
市
の
活
性
化
に
生
か
し
ま
す
か
。

 

総
務
課
長　

青
少
年
全
体
の
投
票
率
向

上
の
た
め
に
は
新
た
に
選
挙
権
を
持
つ

18
、
19
歳
の
方
へ
の
丁
寧
な
広
報
と
、

以
前
開
催
し
た
子
ど
も
議
会
の
よ
う
な

取
り
組
み
を
通
じ
て
、
青
少
年
が
政
治

に
か
か
わ
る
身
近
な
体
験
を
積
ん
で
い

く
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

 
 　

そ
の
他
、
介
護
職
員
の
処
遇
改
善
に

つ
い
て
と
、
介
護
職
員
の
育
成
に
つ
い

て
質
問
し
ま
し
た
。

安
心
安
全
な

公
共
イ
ン
フ
ラ
整
備
を

市
長
の
権
限
が

増
す
こ
と
に
つ
い
て
は

建
設
課
長

　

適
切
な
維
持
管
理
が

 
必
要
で
す

市
長

　

よ
り
よ
い
教
育
に

 

向
か
っ
て
い
き
た
い

安楽島橋

昨年 12 月に行われた衆議院議員総
選挙では、20 代の投票率は 32.58%
と過去最低を記録しました。

　

総
務
課
長　

政
治
へ
の
身
近
な

 

体
験
を
積
ん
で
い
く

若
者
の
声
を
ど
う
生
か
す
の
か
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山本　泰秋

 

今
や
日
本
は
「
観
光
地
・
大
競
争
時
代
」。

勝
ち
残
っ
て
い
く
に
は
、
鳥
羽
の
観
光

資
源
で
あ
る
「
食
」
と
「
景
観
」
を
生

か
し
た
「
魅
力
あ
る
観
光
地
づ
く
り
」

の
観
点
で
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

 

①
観
光
客
の
鳥
羽
へ
の
一
番
の
目
的
は

「
美
味
し
い
も
の
を
食
べ
る
」
こ
と
で
あ

り
ま
す
が
、今
後
、こ
の
「
食
」
に
対
し
て
、

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
方
策
等
を
考
え

て
い
ま
す
か
。

 

観
光
課
長　
「
食
」
を
テ
ー
マ
に
２
月
27

日
に
設
立
し
た
「
鳥
羽
市
・
漁
業
と
観

光
の
連
携
促
進
協
議
会
」
の
宣
言
で
も

あ
る
「
鳥
羽
の
お
い
し
い
魚
で
、
お・

も・

て・

な・

し・

」
の
精
神
で
、
今
後
は
三
者
が

タ
ッ
グ
を
組
ん
で
の
「
食
」
の
提
供
を

考
え
て
い
ま
す
。

  

②
「
景
観
」
も
重
要
な
観
光
資
源
で
あ
り
、

景
観
保
全
や
景
観
づ
く
り
推
進
等
の
面

か
ら
も
「
景
観
条
例
」
を
つ
く
る
べ
き

で
は
な
い
で
す
か
。

 

建
設
課
長　

景
観
条
例
の
整
備
は
、
さ

ら
に
い
ろ
い
ろ
検
討
を
加
え
な
が
ら
、

進
め
て
い
く
よ
う
に
し
た
い
。

 

③
北
海
道
の
ニ
セ
コ
町
は
、
ス
キ
ー
場

「
パ
ウ
ダ
ー
ス
ノ
ー
」
と
「
自
然
景
観
」

を
生
か
し
た
「
観
光
振
興
」
に
よ
っ
て

雇
用
を
生
み
出
し
、
人
口
増
を
も
た
ら

し
て
き
た
と
思
い
ま
す
。市
長
の
感
想
は
。

 

市
長　

ニ
セ
コ
町
は
ス
キ
ー
場
も
す
ば

ら
し
く
、
自
然
景
観
に
も
恵
ま
れ
、
人

気
の
一
つ
が
「
雪
」
と
い
う
こ
と
で
、

お
客
さ
ん
が
増
え
て
い
る
印
象
を
も
っ

て
い
ま
す
。

食
と
景
観
で
観
光
振
興
を

●　

 

通
年
会
期
制
を
昨
年
５
月
か
ら
実

施
。
災
害
時
に
議
会
が
即
応
可
能

な
こ
と
や
、
委
員
会
の
所
管
事
務

調
査
が
活
用
し
易
く
な
っ
た
。

●　

  

議
員
定
数
に
つ
い
て
、
今
年
４
月

の
改
選
は
定
数
14
人
を
維
持
す
る

こ
と
で
合
意
。

●　

  

会
議
資
料
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
を

本
格
導
入
し
、
印
刷
コ
ス
ト
及
び

執
行
部
職
員
の
労
務
削
減
に
努
め

た
。

●　

 

今
年
１
月
に
鳥
羽
市
議
会
傍
聴
人

規
則
を
改
正
し
、
傍
聴
人
受
付
簿

を
廃
止
し
た
ほ
か
、
児
童
及
び
乳

幼
児
の
傍
聴
を
議
長
の
許
可
な
く

認
め
る
な
ど
、
市
民
が
傍
聴
し
易

い
環
境
を
整
備
。

●　

  

政
務
活
動
費
の
使
途
に
つ
い
て
、

透
明
性
を
確
保
す
る
た
め
、
新
た

に
政
務
活
動
費
の
手
引
き
を
昨
年

10
月
に
制
定
・
運
用
し
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
で
も
周
知
を
図
っ
た
。

●　

  

災
害
時
の
市
議
会
及
び
議
員
の
行

動
を
明
確
化
す
る
た
め
、
昨
年
12

月
に
鳥
羽
市
議
会
災
害
時
行
動
計

画
を
策
定
し
、
今
後
、
訓
練
等
に

も
参
加
し
て
い
く
予
定
。

　

市
議
会
で
は
、
更
な
る
議
会
改
革
を
推
進
す
る
た
め
、
平
成
25
年
９
月

に
議
会
改
革
推
進
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
23
項
目
の
調
査
事
項
を
検
討

し
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
議
会
改
革

市
長

　
ニ
セ
コ
町
は
雪
と
景
観
で

 

客
増
の
印
象

早朝から、スキー客でにぎわう！
ホテルの玄関前（ゴンドラ乗り場）－ニセコ町ー
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第
151 号

1981年生まれ。15歳で米国カリフォルニア州
に単身渡米。現在、ロサンゼルスを活動拠点と
して、米国内外において作品発表や個展開催な
ど、国際的なアーティストとして活動中。その他、
21世紀フォックスやサンリオなどの企業にデザ
インを提供し、さまざまな分野において自身の
世界観を広げつつある。

http://www.yoskay.com

●『きらり輝く人達』に登場していただける、国内外で活躍している鳥羽市出身者を紹介してください。左記連絡先までお願いします。
    （ご紹介いただいても採用されない場合があります。また、報酬はありません。）

鳥
羽
市
議
会

検
 索

きらり  
輝く人

達
今、きらりと輝いている鳥羽市出身の人達にスポットを
当てる企画、今回は 11 月号の上田さんに続き、海外で
活躍されている山本陽亮さんです。

編集後記

アーティスト　山
や ま

本
も と

 陽
よ う

亮
す け

 さん

新聞記事※によると、昨年に鳥羽市内のカフェで原画
展を開催されたそうですが、アーティストを志された
きっかけは何だったのですか。
はっきりとしたきっかけはないと思います。ただ、コ
ミュニティカレッジを卒業する頃から、趣味として自
分の作品を制作し始めました。今の僕のアーティスト
としての活動は、その頃の延長だと思います。

日本を離れ、米国で人生の半分以上を過ごされている
山本さんにとって、現在の鳥羽はどのように映ってい
ますか。

鳥羽にはしばらく帰れていないので、状況が正直よく
分かりません。ただ、10 月の原画展でお世話になった、
カフェ MUSEA（ミュゼア）さんのようなおしゃれな店
ができているのは、鳥羽っ子として嬉しいですね。

最後に、鳥羽の子ども達が
勇気づけられるメッセージ
をお願いします。

僕の言うことよりも the blue 
hearts を聞くことをオススメ
します

※�中日新聞11月 6日朝刊伊勢志摩版 miss u badly

とば市議会だより第 151 号をお届けします。
議会だよりの編集に携わって早 4 年が過ぎました。市民の皆様に「読みやすく、親しみやすく、
分りやすい」議会だよりを心がけました。
特に、最終面で日本全国・世界各国で活躍中の鳥羽市出身者を紹介する「きらり輝く人達」
は、良い評価をいただきました。ミュージシャンからアート作家まで、多種多様な方々に登
場していただけたことに感謝です。
また、今回から「広報とば」と一緒に配布できたことは一歩前進との思いです。
最後に、委員各位、議会事務局のご協力に感謝し、今後の議会だよりの健闘を祈ります。

記　井村行夫

プロフィール

とば市議会だより
編集委員会

委員長　　井村行夫
副委員長　坂倉広子
委員　　　中世古泉
委員　　　木下爲一
委員　　　坂倉紀男
委員　　　野村保夫
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